
その自然には、
ものがたりがある。

提供：合同会社ネイチャーセンス研究所



明日の日本を支える観光ビジョン平成28年
国立公園満喫プロジェクトが開始
先行8公園でステップアップ2020
が策定（十和田八幡平国立は先行８公園
として策定）

十和田八幡平国立ステップアップ
2025を策定

令和3年

宿舎事業を中心とした国立公園利
用拠点の面的魅力向上に向けた取
組方針が示される

令和5年

先行４公園にて先端モデル事業が
開始（国立公園における滞在体験の魅
力向上先端モデル事業）

利用拠点（休屋・休平地区）のマ
スタープランが策定

十和田湖地域の基本構想が策定

令和7年

令和6年

環境省が進める
国立公園における滞在体験の魅力向上

1

民間の発想を活かした滞在体験の魅力向上を
パッケージで実施していく

感動や学び
の体験

利用拠点の
面的魅力向上

自然体験
アクティビティ

プロモーション
地域の自然・文
化・歴史・生活、
アクティビティ等

情報提供拠点

廃屋撤去

再整備・リノ
ベ・上質化

自然環境保全

利用施設の
整備・維持管理

国立公園ならではの
感動体験を提供する

宿泊施設

国立公園における滞在体験の魅力向上の
検討経緯
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アクセス

国内便
羽田／伊丹／丘珠

ODATE
NOSHIRO

国内便：羽田

AOMORI

国内便：羽田／新千歳
／伊丹／小牧／神戸
国際便：仁川／桃園

AKITA
IWATE

HANAMAKI

国内便：新千歳／伊丹
／小牧／神戸／福岡
国際便：上海／桃園

国内便：羽田／新千歳／
丘珠／伊丹／中部国際

国際便：桃園

HACHINOHE

NINOHE

MORIOKA

AOMORI
PREFECTURE

TOKYO

SAPPORO

OSAKA

SENDAI

AKITA
PREFECTURE

国内主要地
アクセス

AKITA

NAGOYA

FUKUOKA

2

HAKODATE

MURORAN

AOMORI

OHMA



十和田湖地域への来訪者数
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◆来訪者数（千人）

※青森県観光入込客統計

・奥入瀬・十和田湖にはコロナ以前において年間100万人以上が来訪
・東日本大震災後、東北復興やインバウンドにより回復傾向

◆イベント来訪者・乗船者数（千人）

※青森県観光入込客統計
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

十和田湖冬物語 十和田湖湖水まつり 十和田湖遊覧船

・コロナ以前、十和田湖冬物語には20万人、遊覧船乗客数は10万人
・長期的には減少傾向

・来訪者は秋季に集中、冬季が少ない傾向
・最も少ない月は３月で、休屋・休平の来訪者は約1万人程度

◆季節別の来訪者数（千人）

※KDDI「location analyzer」2022.1～12

秋季に集中的
に来訪
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◆JRバス運行･運休別の時間帯別来訪者数（千人）

・JRバスの運行期間（4～10月）の来訪者数は11～15時がピーク
・運休期間は変動が少なく、来訪者の多くが宿泊利用

４～１０月 １１～３月

※KDDI「location analyzer」2022.1～12

年間100万人以上が来訪

誘客装置／冬物語20万人・遊覧船10万人

来訪者は秋季集中、冬期減少

冬期は宿泊メイン
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対象エリア

休屋・休平地区

十和田湖

十和田湖地域の利用拠点の一つである
休屋地区は、環境省所管地の集団施設
地区で、多数の廃屋の撤去が進行中

跡地を活用して自然の中での感動体験
に繋がる新たな滞在の姿を目指す

宇樽部

子ノ口

奥入瀬
渓流

大川岱

生出

↑十和田市街
↑

八
戸
方
面

↓小坂町市街

↓

弘
前
方
面

4
地図データ©Google
AirbusData SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, 
GEBCOLandsat / Copernicus 2005/10/1～2025/7/8



飲食・物販施設の
候補地

※各候補地の区域は厳密なものではなく、事業者との対話等を通じて、公募までに詳細区域を設定します。
※候補地はいずれも環境省所管の国有地です。なお、候補地以外での新たな事業参入を妨げるものではありません。

地区の主動線

集団施設地区
休業施設
廃屋
廃屋撤去跡地

Ｎ

宿泊施設の
候補地

当面の誘致候補箇所

5



事業募集地／３候補

A‐2区域

A‐1区域

B区域
C区域

6

地図データ©Google
AirbusData SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, 
GEBCOLandsat / Copernicus 2005/10/1～2025/6/7



事業募集地／A-1区域（十和田湖グランドホテル跡地）

・敷地面積：合計約10,400㎡（南側8,050㎡＋北側2,350㎡）
・更地での貸付を想定（令和８年度を目途に撤去予定）

※敷地詳細は図面にてご確認ください

7

地図データ©Google
AirbusData SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, 
GEBCOLandsat / CopernicusData LDEO-Columbia, 
NSF, NOAA 2015/12/14～2025/5/16



事業募集地／A-2区域（旧桂月亭敷地）

・敷地面積：約19,000㎡

・更地での貸付を想定（現在権利関係の調整中）
・利用可能時期は未確定（早くてもR9以降）

※敷地詳細は図面にてご確認ください

8

地図データ©Google
AirbusData SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, 
GEBCOLandsat / Copernicus 2005/10/1～2025/6/9



事業募集地／C区域（十和田観光ホテル等跡地）

・園地の敷地面積（約6,800㎡）の一部（湖側900㎡程度、山
側500㎡程度）を、飲食・物販施設の建築面積として想定

・更地での貸付を想定（令和７年度を目途に撤去予定）
・園地の基幹的な園路・広場等は国が整備予定であるが、飲

食・物販施設と一体的な整備の提案も可能（この場合、国と
の整備分担等の個別協議が必要）

※都市公園法に基づくPark-PFI制度ではないが、ご提案内容に
応じ、同様の事業形態・手法も検討

※敷地詳細は図面にてご確認ください

9

地図データ©Google
AirbusData SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, 
GEBCOLandsat / Copernicus 2005/10/1～2025/5/16



事業募集地／B区域（十和田湖観光センター跡地）

・敷地面積：約1,500㎡
・更地での貸付を想定（令和７年度を目途に撤去予定）

※敷地詳細は図面にてご確認ください

10

地図データ©Google
AirbusData SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, 
GEBCOLandsat / CopernicusData LDEO-Columbia, 
NSF, NOAA 2015/12/14～2025/5/16



事業条件 ※これら諸条件は、本調査において意見聴取を行うために設定したものであり、
事業の正式な公募条件として確定したものではありません。

事業の位置づけ • 自然公園法に基づく「国立公園事業」
※宿泊施設に関する事業は「宿舎事業」、飲食・物販施設に関する事業は「休憩所
事業」として取扱う予定

事業施設の種類 【宿舎施設】

• 「公園利用者の宿泊の用に供される施設」を指す
• ホテル、旅館、民宿、ゲストハウスなどが該当
• 特定の者が優先的に使用するもの（コンドホテル、会員制ホテル、企業保養所な

ど）は原則として非該当。宿泊機能を有していても「公園利用者」を対象としない
施設（介護施設など）も非該当

【飲食施設又は物販施設】

• 「公園利用者の休憩又は飲食の用に供される施設」を指す
• 飲食施設には、「レストラン・カフェ・ベーカリー・バー」など、飲食を提供する

事業施設全般が該当
• 物販施設には、「お土産屋・雑貨屋・アウトドアショップ・スマートストア・コン

ビニ」など、物販を行う事業施設全般が該当
→ただし、特定の者が優先的・独占的に使用する施設又は飲食・物販機能を有してい

ても「公園利用者」を対象としない施設は非該当
→また、施設内に公園利用者の休憩又は飲食のためのスペース（テーブル・イス等）

を設けることが必須
11



事業条件 ※これら諸条件は、本調査において意見聴取を行うために設定したものであり、
事業の正式な公募条件として確定したものではありません。

事業施設の
一般的な
建築制限等

• 最高高さ13ｍ以下
• 屋根は切妻又は寄棟（勾配2/10以上）
• 屋根及び外壁の色彩は茶色系～グレー系
• 建ぺい率40%（※Ｃ区域のみ20％）
• 車道及び敷地の境界からの壁面後退５ｍ以上
• 駐車場、広告物等の付帯施設は最小限（規模、色彩、配置等の制限）

事業期間及び
借地料

• 国有地の有償貸付け期間として、原則として30年以内（借地借家法第23条に基づく事業
用定期借地権の設定契約とする）

• 事業終了時は原則、原状回復を行い国に返地（事前に事業継続等の可能性について国と協
議）

• 1年あたりの借地料（目安）：いずれの事業用地も290円～340円／㎡
事業開始までの
スケジュール
※A-2区域除く

• 令和７年度 事業公募条件の決定（サウンディング調査継続）
• 令和８年度 事業公募を実施、事業者の選定
• 令和９年度 事業実施協定の締結、詳細設計、許認可手続き等
• 令和10年度～ 事業開始（施設の整備、運営）

12
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補足資料
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十和田湖の特徴・魅力
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八甲田山

奥入瀬渓流

豊富な温泉資源
（写真は酸ヶ湯温泉）

バックカントリー

十和田湖

蔦沼

出典：環境省HP

十和田八幡平国立公園の位置・特徴

16



山は富士、湖は十和田

明治時代の詩人・大町桂月はその美しさを
「山湖として最も偉大なること」
「山は富士、湖は十和田」と紀行文で発表した。

十和田湖は有数の観光地へと発展したが、
その一方で純度の高い自然が守られてきたのは、
法的な枠組みを最大限活用してきたからである。

17

詩人 大町桂月

提供：合同会社ネイチャーセンス研究所



目の前に広がる一級の自然

約21万年前に始まった火山活動により形成された
多重カルデラ、十和田湖。

周囲にはブナを主とした原生的な森が広がり、
豊かで豪快で繊細な四季に
神秘的な自然の力を感じる。
湖水は美しく、季節や天候・時間、
毎秒新鮮で繊細な表情を見せる。

18



日本古来の精神性が息づく杜

十和田湖は湖そのものが、
青龍大権現を祀る聖域。

参詣者は外輪山の険しい道のりを進み、
難行苦行の功を積んだ。
十和田湖は人々の旅の目的であり、
自然への畏怖や畏敬の念を育み
人と信仰の関係性を伝えている。

19



十和田湖の課題・ビジョン

20



廃屋
発生

くらし・
なりわい
人手不足

満足度低下
滞在時間減少

収益低下

景観悪化
自然を感じにくい
滞在場所がない

くらし

観光

悪循環

観光客･消
費額の減
少

少子高齢化
が加速

働き手
流出

雇用や
住居が
減少

経営に支障
休廃業

◆廃屋発生による負のスパイラル

休屋・休平地区の課題
昭和初期の投資が負の遺産に
・多くの廃屋・廃業施設が残置されており、景観を著しく阻害
・環境省事業により、撤去を進行中（既に複数棟の解体が完了）

滞在体験の提供が限定的
・団体・通過型がメインとなっており、滞在時間が短い
・休廃業・事業撤退が進行、宿や飲食店が減少

量に対応するためのインフラ設計
・大型バスや乗用車での来訪が多く、ゆったりと歩ける空間に

なっていない
・季節変動が大きく、閑散期の運営負荷が大きい

持続性への懸念
・観光を支える地域社会の担い

手が不足
・休廃業や廃屋化は、景観悪化

のみならず、雇用の減少や
働き手の流出等を招き、更
なる廃屋発生に

◆滞在時間別の来訪者数（千人）

※KDDI「location analyzer」2022.1～12

2時間以内の
滞在が多い

1泊2日の
滞在が大半

◆滞在日数別の来訪者数（千人）

21



新たな玄関口の整備
（地区の主動線入口）

古道の杉並木・
鳥居の再整備・管理

南駐車場の機能拡充と
エリア回遊の拠点化

十和田神社～占場・自籠岩の
アクセス路整備等の検討・管理

湖畔林の適切な保全・管理
湖畔休憩スペースの充実
（眺望体験の支援）

＜地区全体での施策＞
建築物等の景観管理ルールの明確化と見直し
着実な廃屋撤去、既存施設の改修・再整備
排除雪の空間・体制の確保（ゆとりある土地利用）
利用ルールの明確化と見直し
新たな誘致施設と連携した体験提供
利用者負担制度の検討・運用見直し
持続可能な観光地としての国際認証取得等

展望台を利用した体験ツアー充実

車両主動線の変更十和田信仰やマナーに
関する案内の充実

移動支援モビリティ導入・
乗換拠点の整備

空き家対策・住まい確保
子育て・教育・
医療サービスの充実

旧十和田湖小学校
の活用

将来像と実現へ向けた施策 – 将来イメージ（2050年ごろ）

占場

自籠岩
十和田神社

乙女の像＜主動線沿いを中心とした施策＞
主動線から湖側への「抜け」や動線の確保
上質な体験や冬の滞在を推進する事業誘致
主動線の石畳化、無電柱化、休憩スペース拡充
歩行者優先空間の創出（車両制限等）

湖上体験の磨き上げ

十和田信仰を実感する体験創出

北奥のくらしを
実感する体験創出

展望台での通景伐採等による俯瞰眺望の回復

自治体間での行政
サービス連携 22



自然体験・アクティビティ位置・周辺観光
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休屋・休平地区

十和田湖
宇樽部

子ノ口

奥入瀬
渓流

大川岱

生出

↑十和田市街
↑

八
戸
方
面

↓小坂町市街

↓

弘
前
方
面
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キャンプ･サウ
ナ･カヌー･SUP･
ランブリング

遊覧船

(占い場)
(自籠岩)

スノーラン
ブリング

モーター
ボート

(孵化場)

自然体験・地域資源

キャンプ

SUP･HOBIE･
カヤック

古道散策

十和田神社

地図データ©Google
AirbusData SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, 
GEBCOLandsat / Copernicus 2005/10/1～2025/7/8



アート

② 十和田市現代美術博物館

① 青森県立美術館

③ 弘前れんが倉庫美術館
25

１

２
３

八戸美術館

国際芸術セン
ター青森

縄文自遊館

七戸町立鷹山宇
一記念美術館

帆風美術館

石神の丘美術館

秋田県立美術館

岩手県立美術館

御所湖川村美術館
※主に美術館を掲載、
郷土資料館・博物館
等は非掲載 出典：青森県観光情報サイト



② 蔦温泉

① 酸ヶ湯温泉

26

温泉

③ 黄金﨑不老不死温泉

２

湯野川温泉郷

１

３

碇ヶ関温泉郷

谷内温泉

猿倉温泉 奥入瀬渓流温泉

十和田湖畔温泉
八九郎温泉

大湯温泉郷

大鰐温泉郷

羽黒温泉郷

嶽温泉郷

森岳温泉郷

男鹿温泉郷

湯の沢温泉郷

乳頭温泉郷

田沢湖高原温泉郷

水沢温泉郷

国見温泉

松川温泉郷

蒸ノ湯温泉

玉川温泉 後生掛温泉
新玉川温泉 藤七温泉

※主に温泉郷・十和
田八幡平国立公園内
の温泉等を掲載 26出典：青森県観光情報サイト



③ 奥入瀬渓流温泉スキー場

① 八甲田スキー場

スノーリゾート

② 八甲田国際スキー場

１

２

３

夜越山スキー場

釜臥山スキー場

まかど温泉スキー場

みどりの大地とロマン
の森公園町営スキー場

七戸町営スキー場

金ヶ沢スキー場

平庭高原スキー場

村営くのへスキー場

創遊村229スキーランド

モヤヒルズ

嘉瀬スキー場

中泊町宮野沢
スキー場

青森スプリング
スキーリゾート

西山アップルヒ
ルズスキー場

そうまロマント
ピアスキー場

ベルジャヤ八甲田
スキーリゾート

大鰐温泉
スキー場

藤里町営スキー場

切石ファミリーゲレンデ

薬師山スキー場

上ノ岱スキー場

桂瀬スキー場

阿仁湯口内スキー場

森吉山阿仁スキー場

達子森スキー場
花輪スキー場

水晶山スキー場

秋田八幡平
スキー場

田山スキー場

安比高原スキー場

八幡平リゾート下倉スキー場

八幡平リゾートパノラマスキー場

盛岡市立生出スキー場

たざわ湖スキー場
雫石スキー場

岩手高原スキー場

網張温泉スキー場
太平山スキー場

2727出典：青森県観光情報サイト



② 三内丸山遺跡

① 弘前城

史跡

③ 伊勢堂岱遺跡

１

２

３

大平山元遺跡

秋田城跡

脇本城跡

盛岡城跡

志波城跡

堀越城跡

尾去沢鉱山

本三戸城

九戸城跡

八戸城跡

根城跡

四戸城跡

七戸城跡

野辺地城跡

鶴ケ崎順法寺城跡

蠣崎城跡
大開城跡

観らん山城跡

蓮田城跡

油川城跡

中里城跡

飯詰城跡

浪岡城跡

小牧野遺跡

高田蝦夷城跡

横内城跡

種里城跡

藤崎城跡

茶臼館城跡

長岡城跡

館平城跡

檜山城跡

湊城跡

浦城跡

久保田城跡 小山田城跡

角館城跡

門屋城跡

戸沢城跡

大里城跡

阿仁城跡

米内沢城跡

十狐城跡

中野城跡

大湯城跡

浄法寺城跡

一戸城跡

姫帯城跡

軽米城跡

久慈城跡

雫石城跡

沼宮内城跡

川口城跡

平館城跡 葛巻城跡

2828出典：青森県観光情報サイト・秋田県HP



② 秋田竿燈まつり(8/3～6)

① 青森ねぶた祭 (8/2～7)

祭り

③ 盛岡さんさ踊り(8/1～4)

2929
出典：青森県観光情報サイト、秋田県公式観
光サイト、岩手県公式観光サイト

田名部まつり
(8/18～20)

十和田市春まつり
(4/18～5/5)

弘前ねぷたまつり
(8/1～7)

千秋公園桜まつり
(4/中旬～下旬)

AOMORI春フェスティバル
(5/5)

１

チャグチャグ馬コ
(6/第2土曜日)

土崎港曳山まつり
(7/20～21)

八戸三社大祭
(7/31～8/4)

五所川原立佞武多
(8/4～8)

大館大文字まつり
(8/11)

黒石よされまつり
(8/14～20)

黒石こみせまつり
(9/15～16)

盛岡秋まつり
(9/中旬)

３

久慈秋まつり
(9/第3金曜日～日曜日)

十和田市秋まつり
(9/第2金曜日～日曜日)

弘前城菊と紅葉まつり
(10/28～11/6)

三吉梵天祭
(1/17)２

弘前城雪燈籠まつり
(2/6～11)

なまはげ柴灯まつり
(2/第2金曜日～日曜日)

八戸えんぶり
(2/17～20)



基礎情報
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来訪者属性・滞在状況

◆滞在時間別の来訪者数（千人）

※KDDI「location analyzer」2022.1～12

2時間以内の
滞在が多い

1泊2日の
滞在が大半

・滞在時間別の来訪者数は、１時間以内の来訪が最も多く、概ね
２時間以内となっており、滞在時間が短い傾向

・日別では、１泊２日の滞在が大半
◆滞在日数別の来訪者数（千人）

0

50

100

150

200

250

20代 30代 40代 50代 60代 70代～

男性 女性

◆年代別・性別来訪者数（千人）

順位 都道府県名 構成比
1 青森県 33%
2 秋田県 21%

3 東京都 7%

4 岩手県 5%
5 神奈川県 4%
6 宮城県 3%
7 埼玉県 3%
8 千葉県 3%
9 大阪府 3%
10 愛知県 2%
11 その他 16%

地方名 構成比

北海道 2%

東北地方 64%

関東地方 19%

中部地方 6%

近畿地方 6%

中国地方 1%

四国地方 1%

九州地方 2%

※KDDI「location analyzer」2022.1～12

◆来訪者の居住地の構成

※KDDI「location analyzer」2022.1～12

・来訪者属性は70代以上が多い
・70代未満では、男性の比率の方が多い一方、70代以上では女性の比率が

高い状況

・青森県全体の訪日観光客数は台湾が44.6%
・続いて米国10.71%、中国10.57%、香港9.18%、韓国5.58%
◆来訪者の国別割合

高齢人気・女性人気

・来訪者の居住地は、青森県・秋田県の比率が高く、東北地方から64％、
関東地方から19％が来訪しています。

北東北内からの来訪がメイン

短時間滞在が顕著・泊数は少ない

国外からは台湾が半数・上位5か国で8割

※訪日ラボ 31



市場機会（サステナブルツーリズム・エコツーリズムを取り巻く状況）

32

・サステナブルツーリズムの実践が旅行先の選択に影響を与えている状況
・十和田湖へ最も多く来訪している台湾においてもサステナブルツーリズ
ムを特に重視する傾向がみられる

サステナブルツーリズムに対する意識変容

周辺エリアの動向／奥入瀬渓流エコツー
リズム推進全体構想の策定
・奥入瀬渓流エコツーリズム推進全体構想として、自然環境、利用
環境、エコツアーの質に関する各種ルールを設定、「天然の自然
博物館」として地域の自然を保全しつつ活用

環境省の取り組み／H19～R7進行中
・環境省ではH19年にエコツーリズム推進法が制定され、その後基
本方針に沿って取り組みが進められている

・令和７年度検討会において見直しを推進中

出典：環境省「日本におけるエコツーリズム推進の現状と課題」



周辺交通拠点からのアクセス

青森空港

大館能代空港

三沢空港

十
和
田
湖
・
休
屋

東北新幹線
七戸十和田駅
八戸駅
新青森駅

東北道 十和田IC
小坂IC
黒石IC

東北新幹線
八戸駅

新青森駅

50分

35分

90分

170分

135分

115分

おいらせ号

みずうみ号

100分

105分

105分

70分

110分

33出典：十和田奥入瀬観光機構HP
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